
   
 

 

極
天
隊
（
戦
闘
第
四
〇
一
飛
行
隊
） 

き
ょ
く 

て
ん 

た
い 

 
 

 

せ
ん 

と
う 

だ
い 

よ
ん 

ま
る 

ひ
と 

 

ひ 

こ
う 

た
い 

 

掩
体
壕
内
部
中
央
壁
左
側
に
書
か
れ
た
文
字
は
、
緑
色
の
塗
料
で
下
地
を

塗
り
、
そ
の
上
に
白
色
の
塗
料
で
「
極
天
隊
」
、
「
四
〇
一
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。 

極
天
隊
（
戦
闘
第
四
〇
一
飛
行
隊
）
は
、
昭
和
二
〇
年
二
月
に
松
山
航
空

隊 

第
三
四
三
航
空
隊
に
編
入
さ
れ
た
部
隊
で
す
。 

 

昭
和
二
〇
年
と
も
な
る
と
日
本
軍
は
航
空
母
艦
を
失
い
、
航
空
部
隊
は
圧 

倒
的
に
優
勢
な
米
軍
の
前
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
航
空
劣 

勢
を
挽
回
し
制
空
権
を
一
時
的
に
も
奪
取
す
る
た
め
、「
紫
電
」
及
び
そ
の
改 

良
型
で
あ
る
「
紫
電
改
」
と
い
う
当
時
の
海
軍
の
新
鋭
機
、
及
び
最
強
の
パ 

イ
ロ
ッ
ト
を
戦
線
か
ら
抽
出
し
て
、
世
界
最
強
の
航
空
隊
を
作
る
と
い
う
考 

え
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
し
た 

。 

源
田
実
大
佐
の
こ
の
構
想
の
も
と
、
各
部
隊
か
ら
精
鋭
搭
乗
員
と
整
備
員 

が
集
め
ら
れ
、
使
用
機
材
も
最
新
鋭
戦
闘
機
「
紫
電
改
」
や
新
鋭
偵
察
機
「
彩

雲
」
が
充
て
ら
れ
、
松
山
基
地
に
第
三
四
三
航
空
隊
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。 

極
天
隊
は
、
本
隊
で
あ
る
三
個
の
戦
闘
機
隊
に
搭
乗
員
を
補
充
す
る
任
務

に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
隊
錬
成
の
た
め
に
基
地
が
手
狭
に
な

り
、
昭
和
二
〇
年
三
月
一
日
付
で
戦
闘
第
四
〇
一
飛
行
隊
に
対
し
て
徳
島
基

地
へ
の
移
動
命
令
が
出
さ
れ
、
部
隊
は
三
月
末
ま
で
に
順
次
松
山
基
地
か
ら

徳
島
基
地
へ
移
動
し
ま
し
た 

。 

戦
闘
第
四
〇
一
飛
行
隊
は
、「
極
天
隊
」
や
「
極
天
組
」
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

 

三
四
三
航
空
隊
（
剣
部
隊
） 
 
 

 
 

 
 

戦
闘
三
〇
一
飛
行
隊
（
新
選
組
） 

（
指
令 

源
田
大
佐
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

戦
闘
四
〇
七
飛
行
隊
（
天
誅
組
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戦
闘
七
〇
一
飛
行
隊
（
維
新
組
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偵
察
第
四
飛
行
隊 

 

（
奇
兵
隊
） 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

戦
闘
四
〇
一
飛
行
隊
（
極
天
組
） 
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正
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『
「
松
山
城
」
は
残
っ
た 

＝
松
山
大
空
襲
の
記
録
＝
』(

株)

愛
媛
ジ
ャ
ー
ナ
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翔
べ
な
か
っ
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少
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兵
・
松
山
海
軍
航
空
隊
始
末
記
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